
　
牧
之
原
市
に
は
、
た
く
さ
ん
の
外
国
籍
住
民
が
暮
ら
し
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
も
職

場
や
学
校
、
地
域
な
ど
で
見
か
け
る
こ
と
が
多
い
の
で
は
な
い
し
ょ
う
か
。

　
こ
れ
か
ら
の
社
会
を
考
え
る
と
、
市
内
に
住
む
外
国
籍
住
民
は
さ
ら
に
増
え
る
こ

と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
牧
之
原
市
の
外
国
籍
住
民
の
状
況
と
市
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
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お
互
い
に
理
解
し
合
お
う

牧
之
原
市
に
暮
ら
す

外
国
籍
住
民
の
数

　

本
市
に
暮
ら
す
外
国
籍
住
民
の
数
は
、

平
成
20
（
２
０
０
８
）
年
の
リ
ー
マ
ン

シ
ョ
ッ
ク
以
降
減
少
し
て
い
ま
し
た
が
、

平
成
26
（
２
０
１
４
）
年
を
底
と
し
て
増

加
し
、近
年
は
急
激
に
増
え
て
い
ま
す［
グ

ラ
フ
１
］。

　

本
市
に
は
、
自
動
車
関
連
企
業
を
始
め

と
し
た
多
く
の
工
場
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ

ら
の
工
場
で
働
い
て
い
る
人
や
、
基
幹
産

業
で
あ
る
農
業
現
場
で
働
い
て
い
る
人
が

多
く
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
日
本
人
の

人
手
が
不
足
す
る
中
で
、
市
内
で
は
た
く

さ
ん
の
外
国
籍
従
業
員
の
皆
さ
ん
が
活
躍

し
て
い
る
の
で
す
。

こ
れ
か
ら
は
ど
う
な
る
の
？

　

国
内
の
労
働
人
口
減
少
が
予
測
さ
れ
る

こ
れ
か
ら
の
時
代
に
は
、
さ
ら
に
外
国
籍

住
民
の
パ
ワ
ー
が
重
要
と
な
り
、
市
内
で

暮
ら
す
外
国
籍
住
民
の
数
は
増
え
て
い
く

と
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

市
内
の
企
業
で
は
、
今
後
も
外
国
籍
従

業
員
を
受
け
入
れ
る
意
向
が
あ
り
、
外
国

籍
住
民
は
今
よ
り
も
も
っ
と
身
近
な
存
在

に
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

ど
の
国
の
人
が
い
る
の
？

　

市
内
に
は
、
令
和
４
年
１
月
１
日
時

点
で
、
約
30
カ
国
の
人
が
住
ん
で
い
ま

す
。
一
番
多
い
の
は
ブ
ラ
ジ
ル
国
籍
の
人

で
、
半
数
以
上
を
占
め
て
い
ま
す
。
次
に
、

フ
ィ
リ
ピ
ン
国
籍
、
ベ
ト
ナ
ム
国
籍
、
中

国
国
籍
の
人
が
多
い
で
す
［
図
１
］。

は
じ
め
て
の
日
本
語
教
室

　

日
本
人
も
外
国
の
人
も
、
と
も
に
安
心

し
て
暮
ら
し
て
い
く
た
め
に
は
、
お
互
い

に
理
解
し
合
う
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

お
互
い
の
こ
と
を
知
る
に
は
、
日
本
語

で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
れ
る
こ
と

も
大
切
で
あ
る
と
考
え
、
市
で
は
令
和
３

年
11
月
か
ら「
は
じ
め
て
の
日
本
語
教
室
」

を
開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
の
教
室
は
、
公
募
の
市
民
サ
ポ
ー

タ
ー
（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）
の
皆
さ
ん
の
協

力
の
も
と
、
日
本
語
を
話
せ
な
い
市
内
在

住
・
在
勤
の
外
国
籍
住
民
を
対
象
と
し
て

開
催
し
た
も
の
で
す
。

はじめての日本語教室

教室では、「やさしい日本語」に加え、ジェスチャーや表情、イラス
トや写真なども用いてコミュニケーションをとっていきました。最初
は緊張していましたが、「日本語を覚えたい」「外国の方と交流やサ
ポートがしたい」というお互いの想いがあり、初日の終わりにはお互
いに自然な笑顔になっていました。
学習者（外国籍住民）は、すぐに日本語を話せるようになるのは難
しいですが、日本語や日本人に慣れ、一生懸命に伝えようとしてく
れる姿がたくさんありました。
サポーターは、学習者から母国の文化や生活を教えてもらったり、
また個々人を知ることで、「一人一人違って当たり前」「国籍に関係な
く同じ地域に暮らす者同士」という想いが大きくなっていったように
感じました。
教室では、生活に必要となる情報についてもお知らせしました。
防災や病気、日本の文化習慣など、災害時や日常生活に関する情
報や、どのようにしたら自分に必要な情報を得ることができるのか、
その方法を知ってもらうことも、生活する上ではとても大切です。

ともに暮らすための第一歩は「コミュニケーション」
外国籍住民は、市の産業には欠かせない存在であり、今後ますます必要性が高まっていきます。
それに伴い、日常生活において外国の人と接する機会が増えてくると考えられます。
言葉や生活習慣の違いから、外国籍住民が増えることに戸惑いを感じる人もいるかもしれませんが、不
安を感じているのは外国の人も同じです。
国籍に関係なく、同じ地域に暮らす「人」として、一人一人の違いを知り、お互いを受け入れて暮らして
いくことが、日本人も外国人も住みやすいまちにつながっていくのだと思います。
コミュニケーションを図ることが、ともに暮らす地域への第一歩になります。職場や学校、地域で外国
の人を見かけたら、優しくコミュニケーションをとってみてはいかがでしょうか。

日本語教室の取り組
みについては、市ホー
ムページで紹介して
います▶

日本語が分からない人との

コミュニケーションのポイント

- 01 -

「やさしい日本語
」（小学生にも

わかるような表現
）で話す

- 02 -
イラストや写真、

ジェスチャー、

表情と言葉を組み
合わせると

伝わりやすい

学習者の皆さんの声

サポーターの
皆さんの声
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［グラフ１］牧之原市に暮らす外国籍住民の数

～
外
国
籍
住
民
と
と
も
に
暮
ら
す
～

［国籍別］
ブラジル　1,119人

（56.0％）
フィリピン　333人

（16.7％）
ベトナム　235人

(11.8％ )
中国　　　136人

（6.8％）

［年齢別］
０～14歳　228人

（11.4％）
15～64歳　1,722人

（86.3％）
65歳以上　46人

(2.3％ )

［居住地別］
細江地区　768人

（38.5％）
川崎地区　388人

（19.4％）
相良地区　385人

(19.3％ )
菅ヶ谷地区　130人

（6.5％）

［図１］牧之原市に暮らす外国籍住民の状況

＊上位４カ国 ＊上位４地区

1,987

日本語、日本のことを知ろ
うと頑張っている人がたく
さんいることを知った

学習者が熱心に学ぶ姿に
感動した

言葉、文化、マインドなど
学習者からたくさんのこと
を教えてもらった

みんな同じ「人」、同じ
地域でともに暮らしてい
るんだと感じた

外国人と話すことが怖くな
くなった

大切と感じた情報を日常生活で
実践した、家族や友人に伝えた

日本語でのコミュニ
ケーションに積極的
になれた

日本人と話す怖さが
なくなった
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